
［主催］静岡理工科大学/静岡文化芸術大学（連携）/常葉大学(連携)/静岡建築茶会
［後援］浜松市/袋井市/静岡市/静岡県/日本建築学会 東海支部 静岡支所/日本建築家
協会 東海支部 静岡地域会/静岡県建築士会/静岡県建築士事務所協会/RPB
（Regional Brand+Pride, 東日本地域力向上研究会）/総合資格学院/日建学院＊仮、承
認待ちを含む
［協力］百古里ファーム
※「静岡建築茶会」は浜松市文化芸術創造団体として認定されています。

杉山雅教（静岡文化芸術大学 デザイン学科3年） / 平井彩希（静岡文化
芸術大学 デザイン学科3年） / 山下由莉恵（静岡文化芸術大学 デザイン
学科3年） / 安江朱音（静岡文化芸術大学 デザイン学科2年）

13:30 挨拶・主旨説明
13:35 県内の防災建築街区紹介
13:50 海道清信さん講演
14:30 佐々木豊さん講演

タイムテーブル

参加お申し込み・お問い合わせ

定員は各回50名（先着順・無料）となっております。
3日前までに下記メールアドレスへお申し込みください。
その際、お名前・ご住所・ご所属・人数・懇親会（実費）への
参加の有無をお知らせください。

14:55 鈴木一郎太さん講演
15:20 お茶会
15:40 ディスカッション＋Q&A
16:30 終了、懇親会へ

各回定員

50名
teabreak.shizuoka@gmail.com

公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム 平成29年度 大学連携講座

天内大樹　1980年東京都生まれ。東京大学文学部卒業、
同大学大学院人文社会系研究科博士課程退学。博士（文
学）、美学芸術学／建築思想史。2008年日本学術振興会
特別研究員、2011年東京大学教務補佐員、2012年東京
理科大学ＰＤ研究員、2014年静岡文化芸術大学デザイ
ン学部空間造形学科（現・デザイン学科）講師。

脇坂圭一　1971年北海道生まれ。東北大学工学部建築
学科卒業。建築設計事務所勤務。オーフス建築大学留学
（デンマーク政府奨学金）。JDS architects。東北大学大
学院博士課程修了。脇坂圭一アーキテクツ設立
（ヒュッゲ・デザイン・ラボに改組）。2011-16年名古屋大
学施設計画推進室准教授。2016年静岡理工科大学建築
学科設置準備室教授。

土屋和男　1968年東京生まれ。工学院大学建築学科卒
業。芝浦工業大学大学院建設工学専攻、同地域環境シス
テム専攻修了。博士（学術）。一級建築士。2002年より常
葉学園大学造形学部講師、准教授。現在、常葉大学造形
学部教授。専門は近代日本建築史。

https://www.sist.ac.jp/architecture/teaparty/

浜松市中区田町  万年橋パークビル

ライブハウス窓枠ライブハウス窓枠

懇親会：黒板とキッチン

2017

浜松市中区鴨江町 1

河合塾河合塾

17:00-

脇坂圭一 /天内大樹 /土屋和男
浜松市 鴨江アートセンター 3階 301室

鈴木  一郎太
( 株 ) 大と小とレフ 取締役 / 浜
松市生まれ。イギリスでアー
ティスト活動後、NPO 法人ク
リエイティブサポートレッツに
て、文化事業を担当。2013 年
にハードとソフトを横断して扱
う会社を建築家の大東翼ととも
に設立。コミュニティスペース
企画運営、地域プロジェクトの
研究、展示デザイン、演劇作品
制 作、文 化 事 業 企 画 な ど。
2016 年から静岡県文化プログ
ラムコーディネーター。

佐々木 豊
浜松市役所 都市整備部 / 栃木
県出身。1993 年に地域振興整
備公団（現・ＵＲ都市再生機構）
に入団、2012 年に浜松市役所
に転職。公団ではきらりタウン
浜北を始めニュータウン事業を
中心に担当。市役所では都市整
備部市街地整備課再開発グルー
プに配属され、中心市街地の建
築物等の管理及び活用に関する
条例（浜松市都市再生促進条例）
を策定、再開発事業やリノベー
ション事業を担当。

海道 清信
名城大学都市情報学部 都市情
報学科 教授 / 金沢市生まれ。
京都大学大学院工学研究科建築
学専攻終了後、地域振興整備公
団。工学博士、一級建築士。
1995 年より名城大学助教授、
2002 年より現職。都市計画（都
市デザイン、都市再生）。持続
可能な都市形態、人口減少時代
の都市や地域のあり方、住民参
画のまちづくりなどを調査研
究。

鈴木一郎太 (（株）大と小とレフ取締役 )/ 佐々木
豊 (浜松市役所 都市整備部) / 海道清信 (名城大
学都市情報学部都市情報学科 教授)

1410

縮退する社会で持続可能な都市とは？
「静岡建築茶会 2016」は「建築家」に焦点を当てましたが、
「静岡建築茶会 2017」は「都市」に焦点を当てます。

県内各市における現代的な課題として一部を挙げるならば、①脆弱な公共交通と都市の郊外化＋都心部の空洞化と商店街の
シャッター街化、②限界集落の消滅可能性と環境の保全、③東海道沿いゆえの開発で滅失した多くの歴史遺産、④全国的に高水
準の空き屋問題、⑤市街地に戦後多く建設された建築物の老朽化などがあります。

複雑に絡み合ったこれらの問題に、簡単に処方箋は見いだせませんが、個々の専門領域に閉じこもらず、産官学の関係者と
一般の来場者も含めたラウンドテーブルを開催することで、問題のメカニズムを共有し、方法論を見いだしたいと思います。

静岡県は東西に広い地理的要因、藩政期由来の歴史的要因などから、問題意識を県民として共有するのが難しいとも言われ
ます。東海道沿いだから降ってきたヒト・カネ・モノにはもう頼れないかもしれません。

今回トピックに据えたのは「防災建築街区」、昭和 30 年代、延焼防止を目的に全国の市街地に建設された鉄筋コンクリート
造の建物です。竣工から 50 年経ち、商業空間の上部に集合住宅やホテルを積層させた「下駄履き」に再開発するか、中低
層建物を活かして現代版の職住近接の街並みへアップデートするか──皆さんとともに「自分ごと」として考えていきます。


